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瀬戸臨海実験所研究報告(Publicationsof the Seto Marine Biological Laboratory)第四巻第4/6号が，
2003年3月31日に発行された。掲載論文3編，総頁数124頁。
39巻第4/6号(2003年3月)
論文1.Cha川ur，V.G. & Stovbun， G.G.: Revision of pelagic ostracods of the subfarnily Archiconchoecinae. 
[一・ー:アーキコンケシア亜科の浮遊性員形虫類の改訂].これまでアーキコンコケシア属の
みから構成されていた浮遊性貝形虫類のアーキコンケシア亜科について、 7属と2亜属に細分
化した。 6新属・ 1新亜属・ 7新種を記載し、また既知の2種を再記載して、全種について詳細
なシノニムリストと分布記録を掲げ、全タクサの検索表を作成した。 (139-219頁)
論文 2.Genzano， G.N. & Kubota， S.:Synchronous mass release of mature medusae合'omthe hydroid 









論文 3.Hiwatari， T.: Taxonomic studies on Hyale (Crustacea， Amphipoda， Hyalidae)企omthe coast of 
Japan and adjacent waters. [樋渡武彦:日本沿岸およびその近隣海域産のモクズヨコエピ属(甲
殻類、端脚類、モクズヨコエピ科)の分類学的研究].日本沿岸およびその近隣海域産のモクズ
ヨコエビ属について、 5新種・ 2日本新記録種を記載すると共に、 l種をタイプ標本に基づき再
記載した。これにより、日本からこれまでに、計15種のモクズヨコエビ属が記録されたこと
になった。また、日本産本属の検索表を作成した。 (229-262頁)
(編集委員会)
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